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上田市議会議員名簿 

議席 氏名 ふりがな 役職 会派 自治会等

1 石井　史郎 いしい しろう 産業水道 無会派 下吉田

2 飯島　裕貴 いいじま ゆうき 産業水道 広報広聴 仁政会 長島

3 村越　深典 むらこし じんてん 産業水道 広報広聴 壮志会 下之郷

4 金沢　広美 かなざわ ひろみ ○ 産業水道 ○ 広報広聴 公明党 岩清水

5 武田　紗知 たけだ さち 産業水道 広報広聴 上志の風 下川原柳町

6 石合　祐太　 いしあい ゆうた ○ 総務文教 広報広聴 新生会 大久保

7 松山　賢太郎 まつやま けんたろう 環境建設 仁政会 染屋

8 泉　弥生 いずみ やよい 厚生 広報広聴 日本共産党上田市議団 下組

9 髙田　忍 たかだ しのぶ 厚生 壮志会 鳥屋

10 原　栄一 はら えいいち ◎ 環境建設 壮志会 大屋

11 松尾　卓 まつお たかし 環境建設 公明党 下本入

12 中村　知義 なかむら ともよし 環境建設 広報広聴 上志の風 中丸子

13 矢島　昭徳 やじま あきのり 総務文教 上志の風 久保林

14 堀内　仁志 ほりうち ひとし 総務文教 上志の風 上田原

15 金井　清一 かない せいいち ○ 環境建設 上志の風 塩田新町

16 斉藤　達也 さいとう たつや ◎ 産業水道 新生会 材木町

17 齊藤　加代美 さいとう かよみ ○ 厚生 ◎ 広報広聴 新生会 海戸

18 佐藤　論征 さとう のりゆき 議長 新生会 真田

19 西沢　逸郎 にしざわ いつろう 副議長 総務文教 仁政会 城北

20 古市　順子 ふるいち じゅんこ 環境建設 日本共産党上田市議団 竹室

21 久保田　由夫 くぼた よしお 総務文教 日本共産党上田市議団 長瀬中央

22 宮下　省二 みやした しょうじ ◎ 総務文教 壮志会 諏訪形

23 半田　大介 はんだ だいすけ 総務文教 公明党 保野

24 池上　喜美子 いけがみ きみこ 厚生 公明党 踏入

25 飯島　伴典 いいじま とものり ◎ 厚生 上志の風 木町

26 池田　総一郎 いけだ そういちろう 厚生 上志の風 上本郷

27 井澤　毅 いざわ つよし 環境建設 新生会 越戸

28 林　和明 はやし かずあき 厚生 広報広聴 新生会 川辺町

29 土屋　勝浩 つちや かつひろ 総務文教 新生会 長島

30 尾島　勝 おじま まさる 産業水道 新生会 久保林

常任委員会
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 市議会は、市民の直接選挙により選ばれた議員で構成されます。 

 市民全体を代表する機関として、市の最終的な意思を決定するとともに、執行機関を監視するという 

大切な役割を持っています。 

 市長をはじめとする「執行機関」は、よりよい市政運営のためにいろいろな施策を立案し実行します。 

これに対し、市議会は「議決機関」と呼ばれ、市長の立案した事柄について意見を述べ、審査及び議決し、

最終的な上田市の意思を決定します。 

 市長と議員が、教育や福祉あるいは産業振興といった市民生活に関係ある事項について真剣に検討 

を行う市議会は、市民の声を行政に反映させる場であるといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市議会のしくみ 

 ● 市議会議員 

  市議会議員は、住民全体の代表である非常
勤の特別職公務員です。 

市政の各種課題の解決に向けて市民の声をく

みとり、これを市政に反映させる一方、市政の動き

や議会の活動について市民に知らせる使命を帯

びています。 

● 議長と副議長 

  議長と副議長は、議員の中から選挙されま
す。議長は、議会の代表者であり、会議を円滑に

運営するほか、議会全体の事務を処理するなど

の権限を持っています。 

 副議長は、議長が病気などで職務をとれない場

合に代行します。 

 
● 会 派 

  会派とは、同じような考えを持った議員の集ま
りで、議会活動において自分たちの考えを会派の

意見としてより強く打ち出すことができます。 

 上田市議会は、国会と同様に会派制をとってお

り、３人以上の議員により会派を結成することがで

きます。 

● 本会議と委員会 

  議員全員が議場に集まって開く会議が本会議
です。この本会議の議決がなければ、条例や予算

などは法的な効力を生じません。 

 委員会は、市の事務を効率的かつ専門的に審

査するため分野別に分担して議案などを審査し、

本会議に報告します。委員会は、本会議の予備

審査機関として重要な役割をもっています。 

● 常任委員会 

委員会名（定数） 所 管 事 項 

総務文教委員会 

（8人） 

 秘書課、政策企画部、総務部、財政部、教育委員会、会計課、選挙管理委

員会、公平委員会、監査委員及び固定資産評価審査委員会に関すること。

他の委員会に属さないこと。 

産業水道委員会 

（7人） 
 商工観光部、農林部、農業委員会、上下水道局に関すること。 

厚 生 委 員 会 

（7人） 
 福祉部、福祉事務所、健康こども未来部に関すること。 

環境建設委員会 

（8人） 
 市民参加協働部、生活環境部、都市建設部、消防部に関すること。 

広報広聴委員会 

（9人） 

 市民意見の集約、議会の活動内容を市民に提供すること及び市民意見の把

握に関すること。 

● 議会運営委員会 

議会運営委員会 

（8人） 

 議会の運営、議会の会議規則・委員会に関する条例等及び議長の諮問に関

すること。 

● 特別委員会 

 
 必要に応じて議会の議決により設置されます。議決された特別の事項について

のみ審査し、審査が終了した時点で消滅します。 
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総務文教委員会からの報告 
 

１ 総務文教委員会の構成                        

 
（後列）西沢逸郎委員、久保田由夫委員、半田大介委員、土屋勝浩委員 

（前列）矢島昭徳委員、宮下省二委員長、石合祐太副委員長、堀内仁志委員 

 

２ 総務文教委員会の主な仕事                      

 ○ 地方創生、シティプロモーション、学園都市、上田市政策研究センターなど政策、

広報広聴、サントミューゼに関すること 

 ○ 防災、条例、情報、行財政改革などに関すること 

 ○ 予算（歳入）・財務、税金、入札・契約などに関すること 

 ○ 小・中学校教育、公民館、図書館、文化振興、体育施設などに関すること 

 

３ 重点的に取り組んでいる主な活動                   

（１）指定管理者制度のあり方 

 総務文教委員会では、委員任期で取り組むべき重点課題を「指定管理者制度のあり方」

として進めています。平成１５年の地方自治法の改正により導入された指定管理者制度

は、公共的な団体等に限られていた公の施設の管理運営を、広く民間の事業者や団体に

も認める制度であり、現在、市の１１６施設で実施されています。 

 コスト節減やサービスの質の向上などを制度の目的に掲げていますが、今後現状と課

題を分析し、制度全体の有効活用について調査、研究を行ってまいります。 
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①重点課題に対する取り組み 

 ・ 指定管理制度の現状と課題の分析 

 ・ 指定管理者選定委員会のあり方 

 ・ 各部局で行っている指定管理業務の統括的な管理体制 

 ・ 評価（セルフモニタリング）の限界と課題 

 ・ 条例・規則の整備状況、チェック体制 

（２）小中学校の課題 

 総務文教委員会では、学校施設や教育環境等の改善に努めてきました。 

 老朽化している学校施設の整備や少子化の影響を踏まえた今後の小中学校のあり方な

どについて調査、研究を行ってまいります。 

（３）上田市に提出した総務文教委員会関係の附帯意見 

①令和２年度一般会計決算に付した附帯意見と市の取り組み結果 

附帯意見 市の主な取り組み（結果） 

 公共施設マネジ

メントの推進につ

いて 

・３４累計の公共施設のうち、令和４年８月末現在で、教育

施設や福祉施設など３３累計の個別施設計画が策定済と

なった。残りの１累計である駐車場施設についても現在計

画内容を精査しており、今年度中に策定する予定である。 

 地方創生の推進

について 

・人口増加率の高い市における特徴的な取組など、調査研究

を行った。また、今年度は地域アプローチによる少子化対

策の推進に関する調査研究事業を実施中である。 

②令和３年度一般会計決算に付した附帯意見（今年９月議会） 

 ・内部統制の整備について 

 ・未利用土地の一元管理と利活用の促進について 

 ・基金の活用について 

（４）行政視察 

視察地 時期 視察項目 

京都府福知山市 R4.7.21 
・公立大学法人福知山公立大学の中間目標及び

中期計画について 

茨城県日立市 R4.7.22 ・投票率向上の取り組みについて 
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産業水道委員会からの報告 

 

１ 産業水道委員会の構成                        

 

（後列）武田紗知委員、石井史郎委員、尾島勝委員 

（前列）飯島裕貴委員、斉藤達也委員長、金沢広美副委員長、村越深典委員 

 

２ 産業水道委員会の主な仕事                      

 ○ 工業・商業・観光業・農業・林業・林産業等の産業振興と雇用等労働行政に関する

全般 

 ○ 上水道・下水道・農業集落排水事業に関する全般 

３ 重点的に取り組んでいる主な活動                   

（１）アフターコロナを見据えた経営者への支援 

上田市議会第４期後期（令和２年度～令和３年度）は、主に「コロナ禍によって

影響を受けた事業者への支援」を重点課題と位置付け、上田市の観光関連産業の

中心を担う観光・旅館組合などの関係団体との懇談を通して、現状を把握、必要

とする支援について調査を行いました。皆さまから頂いたご意見・ご要望をもと

に執行部と打合せを重ねた結果、一部は事業化に至りました。 

第５期前期（令和４年度～令和５年度）は、アフターコロナを見据え、特定の産

業に限定せず、上田市の中小企業・小規模事業者の「経営者への支援」を重点課題

と位置付け、若手・女性経営者らとの懇談も含め、経営者への支援に向けた調査・

研究を行ってまいります。経営者への支援については、７月２１日に、豊富なビ

ジネス経験を持つセンター長が無料で経営相談に応じ、各地で成果をあげている

中小企業支援形態「ビズモデル」の取り組みを調査・研究するため、同モデルの創

委員写真 
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始者である小出宗昭氏のお話を伺いました。長期化するコロナ禍に加え、円安や

物価の高騰と厳しい経営環境の中、支援機関はその真価を問われています。「ビズ

モデル」の導入に向けて、引き続き執行部に提案してまいります。 

（２）公民連携のまちづくりに向けた調査・研究 

７月１９日には、民間を主体とする公民連携の取り組みとしてアーバンデザイ

ンによる中心市街地のまちづくりを進めている群馬県前橋市を、７月２０日には、

老朽化した観光施設を民間企業に貸し出し、リノベーションした後、アウトドア

リゾートとして再生した茨城県笠間市の行政視察を行いました。引き続き、民間

企業の力を生かしたまちづくりや観光施設の利活用等、公民連携のまちづくりに

ついて調査・研究を行ってまいります。 

（３）持続可能な水道事業の調査・研究 

給水人口の減少や老朽化による上下水道施設の更新や耐震化、人材不足・技術

の継承など、様々な経営上の課題がある中で、持続可能な水道事業の調査・研究

を行ってまいります。 

（４）所管事務調査 

所管施設 時期 担当課 

信州上田ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ眺望の郷岩清水 R4.5.17 農産物ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ推進室 

つちや水源・染屋浄水場 R4.5.17 上下水道局 

+519worklodge（上田市技術研修ｾﾝﾀｰ） R4.5.17 商工課 

（５）行政視察 

（６）主な懇談会 

 

視察地 時期 視察項目 

群馬県前橋市 R4.7.19 ｱｰﾊﾞﾝﾃﾞｻﾞｲﾝによる公民連携のまちづくり 

茨城県笠間市 R4.7.20 老朽化した公共施設の公民連携による再生 

静岡県静岡市 R4.7.21 ビズモデルについて 

懇談団体 時期 懇談内容 

水道事業関連常任委員会合同勉強会 R4.9.22 水道事業の広域化 

市内製造業者 R4.9.30 公民連携の取り組み 
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厚生委員会からの報告 

 

１ 厚生委員会の構成                        

 

（後列）池上喜美子委員、池田総一郎委員、林和明委員 

（前列）泉弥生委員、飯島伴典委員長、齊藤加代美副委員長、髙田忍委員 

 

２ 厚生委員会の主な仕事                      

 ○福祉、高齢者介護、障がい者支援に関すること 

 ○健康推進、国民健康保険、高齢者医療、保育園、幼稚園、子育てに関すること 

 ○上田市立産婦人科病院に関すること 

 

３ 重点的に取り組んでいる主な活動                   

（１）介護予防と福祉、子育て支援の充実 

・ 地域全体で健康づくりや介護予防を進める三重県東員町を視察しました。団塊の

世代が後期高齢者となる２０２５年が迫る中、視察先の取組も参考に地域で支え合

い、フレイル予防に取り組む施策の充実について、調査研究を進めてまいります。 

・ 令和３年６月に「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が成立

し、同年９月１８日に施行されたことから、市における医療的ケア児の支援の現状

を調査しました。今後も課題を研究し、適切な支援が届きますよう、市の取組につい

て注視してまいります。 

 ・ 令和４年９月定例会では、令和５年度から、子どもの医療費助成の区分を１５歳

から１８歳に拡大するための事務費が計上され、審査を行いました。市長公約でも

ある本事業により、健康増進と家計の負担軽減が図られ、さらなる福祉の向上と子

育て支援の充実に繋がるよう、議案審査などを通じ、チェックしてまいります。 
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（２）健康づくり事業の推進 

 ・ 昨年度、議員提案による「上田市人生１００年時代をより良く生きる健康づくり

条例」が制定され、本年４月から施行されました。７月２９日には上田市による条

例制定の記念式典が行われ、市民の皆様に向け、厚生委員長から条例の紹介を行い

ました。今後、本条例が「健幸都市うえだ」の実現に大きく寄与し、健康づくりに関

する施策が推進されるよう、チェック機能を生かし、事業の評価及び検証を行って

まいります。 

 ・ 官民連携により健診ビッグデータの活用、分析など効果的な取組を行う静岡県浜

松市を視察しました。コロナ禍における健康増進に資するスマートフォンアプリ「う

えいく」の効果等について注視していくとともに、視察により得られた知見を生か

し、これからの AI・IoT を活用した新しい仕組みなど、市民一人一人が健康につい

て意識付けをしていく取り組みを提案していきたいと思います。 

（３）地域医療体制の整備 

 ・ 令和３年１２月定例会では、厚生委員会から提案した国・県に対する「地域医療

提供体制の充実を求める意見書」が全会一致で可決となり、市議会から意見書を提

出することができました。今後の国の医療計画及び、県が策定する地域医療構想に

対して地域の実情に合わせた計画となるよう求めました。コロナ禍における地域医

療体制の充実に向け、信州上田医療センターを中核とした地域医療体制づくりの取

り組みを検証してまいります。 

（４）行政視察 

視察地 時期 視察項目 

東京都清瀬市 R4.7.20 
・子育てクーポン事業について 

・清瀬市版ネウボラ「スマイルベビーきよせ」について 

静岡県浜松市 R4.7.21 ・浜松ウエルネスプロジェクトについて 

三重県東員町 R4.7.22 ・フレイル予防事業について 

（５）主な懇談会 

懇談団体 時期 懇談内容 

上田市社会福祉協議会 R4.8.10 社協事業の状況と課題について 

（６）所管事務調査 

調査事項 時期 担当課 

・上田市つむぎの家について 

・医療的ケア児等総合支援事業について 
R4.8.9 障がい者支援課 
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環境建設委員会からの報告 

 

１ 環境建設委員会の構成                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（後列）中村知義委員、古市順子委員、井澤毅委員 

（前列）松山賢太郎委員、原栄一委員長、金井清一副委員長、松尾卓委員 

 

２ 環境建設委員会の主な仕事                      

 ○ 戸籍、マイナンバー、自治会、市民協働、地域協議会、地域自治組織、人権男女共

同参画、ふるさと寄付金、結婚支援、移住に関すること 

 ○ 環境衛生、新エネルギー、ごみ処理、空き家対策、市営住宅に関すること 

 ○ 道路、水路、公園、都市計画、公共交通に関すること 

 ○ 常備消防、非常備消防、消防施設、水防に関すること 

 

３ 重点的に取り組んでいる主な活動                   

（１）環境対策について 

上田市は令和３年２月に「上田市気候非常事態宣言～光・緑・人の力で目指す 2050 

ゼロカーボンシティ上田～」を表明しています。委員会としても、今期の重点課題とし

て、カーボンニュートラルに向け、ごみの減量化など今後上田市がどう取組んでいくべ

きか研究していきたいと考えています。７月には先進自治体として、栃木県鹿沼市の取

組みを学んできました。 

 

委員写真 
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（２）公共交通について 

 上田市でも高齢化が進む中で、地域公共交通についてのご要望は多く、市政の重要課

題の一つです。第４期の委員会では重点課題として取組み、市への提言を行い、キャッ

シュレス化等実現しています。市では今年度「上田市地域公共交通計画」を策定中です

が、委員会としても、各地域の実情や要望に沿った計画となるよう注視していきます。

また、７月には先進自治体として栃木県宇都宮市の公共交通ネットワークについて学ん

できました。 

（３）移住定住対策について 

 全国的に人口減少が進む中、上田市でもいかに移住・定住の増進を進め人口減少に歯

止めをかけるかが、課題となっています。令和３年度は上田市の移住相談件数は大幅に

増加し、移住者数も過去最高となりましたが、引き続きの積極的な取組が求められます。

委員会としても効果的な施策を研究していきたいと考えています。７月には先進自治体

として岩手県一関市の移住定住環境整備事業と移住定住応援サイトについて学んできま

した。 

（４）消防団について 

上田市消防団は、現在大幅な定員削減を行い、実情に即した組織作りを行っています。 

また、災害出動等の際に、出動時間に合わせた手当を支給する取組も始まり、消防団

員の士気高揚に努めています。 

 一方、団員の処遇改善を望む声も多く、市独自の支援策について、委員会としても研

究していきたいと考えています。 

（５）行政視察について 

視察地 期 日 視察項目 

栃木県宇都宮市 R4.7.20 
ネットワーク型コンパクトシティのまちづくりにつ

いて 

岩手県一関市 R4.7.21 
移住定住促進整備事業と移住定住応援サイトあばい

ん一関の取組について 

栃木県鹿沼市 R4.7.22 
２０５０年までにＣＯ２排出実質ゼロに向けた取組

について 
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広報広聴委員会からの報告 

 

１ 広報広聴委員会の構成                        

 

（後列）武田紗知委員、石合祐太委員、泉弥生委員、林和明委員、中村知義委員 

（前列）飯島裕貴委員、齊藤加代美委員長、金沢広美副委員長、村越深典委員 

 

２ 広報広聴委員会の主な仕事                      

 ○ 市民意見や要望等を公聴・集約し、議会活動に生かすこと 

（議会報告会・テーマ別車座集会の開催等） 

 ○ 議会の活動等を広くお知らせすること（上田市議会だよりの発行、インターネッ

ト生中継、録画配信、ＳＮＳツイッター、フェイスブック等による情報発信、議

場見学会や議会出前授業の開催等） 

３ 重点的に取り組んでいる主な活動                   

市民に身近で開かれた議会を目指し、広報・広聴機能のより一層の充実を図っています。 

（１） 分かりやすく読みやすい上田市議会だよりの検討 

表紙の検討を行い、市議会活動が一目で分かるように、議会活動写真を取り入れまし

た。また、写真やイラスト、図解を入れより分かりやすい紙面とし、特に議会意見から

市の取り組みはどうなったシリーズ「クローズアップ検証」の記事を採用しました。  

今後、アンケートを実施し、より手に取っていただける紙面づくりを目指します。 

（２） 今後の議会報告会のあり方の検討 

○令和３年度：オンラインを主体とした２部制の議会報告会を開催  

「議会の活動報告」と「アフターコロナを見据えた講演会」などを市役所本庁舎からお
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送りしました。(令和３年１１月１日) 

○令和４年度：インターネット配信の議会報告会と出前報告会 

①議会報告会：従来型の議会報告会を脱却し withコロナに適応し、インターネット配

信の番組形式で、広報公聴委員会で自主制作した番組方式での議会報告会を準備してい

ます。(収録は、１１月７日に行い、１２月上旬配信予定) 

 ②出前報告会：議会活動を報告し、自由懇談で市民の皆様の意見を公聴し、貴重なご

意見は議会活動に反映させ、合わせて市の執行部側へとお繋ぎします。 

開催日 グループ名 

１１月１５日(火) １４時～ 丸子女性団体協連絡協議会 

１１月１６日(水) １９時～ 市政を楽しむユニット ゆるりと 

１１月１７日(木) １４時～ 上田婦人団体連絡協議会 

（３）議会サポーター制度の研究 

長年の懸案事項である、議会サポーター制度導入に向け、特に若者世代からご意見や

ご提案をいただく「学生×市議会」などのワークショップを開催し、制度に向けて研究

を進めていきたいと考えています。 

（４）インターネットによる議会中継と SNS（交流サイト）のスピーディーな情報発信 

上田市議会のページで、令和３年９月定例会から、議会中継と録画配信を行っていま

す。録画配信は、会議の翌日から起算しておおむね５日後（土、日、祝日を除く）から

ご覧いただけます。映像の検索項目は、「会議名でさがす」「議員名でさがす」「会派名で

さがす」「用語検索」から見たい映像を検索してご覧いただけます。ツイッター、フェイ

スブックで、議会活動のスピーディーな情報発信に心がけます。 

（５）議場見学会 

１０月１８日は、上田市立南小学校６年生の議場見学会を開催し、クイズ等を通じ、議

会を身近に感じていただきました。予約制ですが、水曜日に本庁舎５階の市議会議場見

学会を開催していますので、お気軽にご参加ください。 

（６）その他 

７月１２日 上田市立第一中学校で開催されたキャリア学習に参加しました。 

１０月１７日 茨城県ひたちなか市の視察(インターネット中継、議会タブレット導入等

について)の受入れをしました。 

１月下旬 広報紙面や議会報告等の研究する為、先進地域への視察を予定しています。 
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議会運営委員会からの報告 

 

１ 議会運営委員会の構成                        

 

金井 清一委員、久保田 由夫委員、飯島 伴典委員、井澤 毅委員 

飯島 裕貴委員、松尾 卓委員長、林 和明副委員長、村越 深典委員 
 

２ 議会運営委員会の主な仕事                      

 円滑な議会の運営を期すため、議会運営について協議し、意見調整を図る 

 ○ 議会の運営に関する事項 

 ○ 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

 〇 議長から諮問された事項の調査・検討 
 

３ 重点的に取り組んでいる主な活動                   

（１）新型コロナウイルスの感染状況等に応じた議会運営 

新型コロナウイルスの感染状況等の変化を的確に捉えて適切な議会運営に努める

ため、協議や意見の集約を図っています。特に一般質問については、ウィズコロナ

の議会運営という観点から前期（第４期）に設けた「一般質問実施の可否の判断基

準」の見直しを行い、感染防止対策を徹底した上で可能な限り実施することを決定

するとともに、陽性者等が発生した場合の判断基準を新たに設けました。また、現

状では第７波による爆発的な感染拡大を踏まえ、質問時間や休憩時間を短縮して一

般質問を実施するなど、感染状況に対応した議会運営を行っています。 

今後は感染症や災害等にも備え、委員会審査のオンライン開催など、議会機能の

継続性をさらに高めるために必要な取り組みについても研究してまいります。 
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（２）一般会計決算の審査方法の検討 

一般会計決算は、これまで４つの常任委員会に分割付託し、審査を行ってきまし

たが、「議案一体の原則」などを考慮した審査を行うため、平成２９年度から特別委

員会への一括付託による審査を試行し、検証・改善を進めています。今年度は、前

年度の議会運営委員会において決定した、「主要施策の成果等報告書」の記載内容の

変更を求める際の取り扱いを踏まえて審査を行いました。 

今後も一般会計決算を効果的に審査するための検証を行い、一括審査実施に向け

た審査方法の確立を進めてまいります。 

 

（３）議会活動のＩＣＴ化推進 

上田市議会のＩＣＴ化のさらなる推進を図るため、全国で初めてオンラインによ

る委員会を開催した議会等への視察を行いました。オンライン委員会の開催の環境

づくりとして必要な議会基本条例や議会会議規則の改正、オンライン議会の運営な

どを学びました。これらの取り組みを参考に上田市議会でのオンラインによる会議

や委員会の開催に向け、議会基本条例や議会会議規則の改正等を含めて、研究、検

討してまいります。 

 

（４）行政視察 

視察地 時期 視察項目 

茨城県鹿嶋市 R4.10.13 

・議会 BCP（感染症拡大時の議会活動や ICTの 

活用）について 

・コロナ禍での議会運営について 

茨城県取手市 R4.10.14 ・議会 ICT化の推進について 
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年 議会 件名 提出者 付託先 審査結果

R3 １２月
トリチウム等を含む処理水の処分方法につい
て再検討を求める意見書の提出を求める請願

非核・平和・憲法を護る上小の会
会長　林　博信氏

総務文教 不採択

年 議会 件名 提出者 付託先 審査結果

R3 １２月
スケートボードの振興と安全な環境整備に対
する陳情

上田スケートボード愛好会 焚き
火
代表　藤沢　純氏

総務文教 趣旨採択

R４ ６月
ミャンマーにおける軍事クーデターを非難し民
主的な政治体制の早期回復を求める陳情

非核・平和・憲法を護る上小の会
会長　林　博信氏　ほか１人

総務文教 不採択

R４ ９月
地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関
する陳情

長野県たばこ販売協同組合
理事長　岸田　豊氏

総務文教 継続審査

R４ ９月
「少人数学級推進のための教育予算の確
保」・「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求
める陳情

上田市教職員組合
執行委員長　岩月充子氏

総務文教 不採択

R４ ９月
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支
給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野
県知事に求める陳情

上田市教職員組合
執行委員長　岩月充子氏

総務文教 不採択

年 議会

R３ １２月

R３ １２月

R４ ６月

R４ ６月

R４ ９月

地域医療提供体制の充実を求める意見書

地域医療提供体制の充実を求める意見書

令和３年１２月議会以降の請願・陳情の審査、意見書の提出状況

請願

陳情

件名

ロシアによるウクライナ侵略と戦争犯罪を非難し、軍の即時無条件撤退を求める
決議

地方財政の充実強化を求める意見書

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

意見書・決議
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